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【  　　　】保健給食委員の発表

歯科校医による講話 感想・その他

参加された方々

保健給食委員２年生５名による、委員会活

動の報告、委員になって思ったこと、学校

生活の中で気をつけたほうが良いと思って

いることについて発表しました。保護者か

らの質問にもしっかり答えられました。

歯科校医の林邉先生より、本校生徒の検診結果や口腔

疾患にかかる人の移り変わり、中学生の口腔衛生につ

いて、荒川区の状況、舌癌について、口腔ケアの大切

さなどについてお話しいただきました。歯は一生使う

ものなので、毎日のブラッシングやフロスの使用はも

ちろん、定期的にかかりつけ医にかかることの大切さ

をお話されていました。中学生は声掛けだけでは変わ

りません。大人が率先して手本を見せたり、週に１

回、家族での染め出しがおすすめとのことでした。

学校保健会の構成メンバーの中から内科・歯科・眼

科・薬剤師の先生方、学校長・副校長・栄養士・養

護教諭、保護者の方３名にご参加いただきました。

内科の稲富先生からはインフルエンザ情報、眼科の

菅原先生からは近視進行抑制の治療が近々保険適応

になるという最新情報！！がありました。

参加してくださった保護者の方から

は、校医の先生方への質問も多くあり

ました。ご意見の中には、「事務・主事

さんなど、子どもたちから見えない仕

事について勉強になった」「口腔ケア以

外にもたくさんの話が聞けてよかった」

「給食のメニューの工夫や生徒の様子

が聞けてよかった」など温かいメッセ

ージをたくさんいただきました。

月月 保健だより保健だより
令和８年２月３日

荒川区立第一中学校　保健室

令和７年度学校保健委員会を行いました

 health news 



学校保健委員会　講話の一コマ

１２歳ころに永久歯への生え変わり

があり、むし歯にかかっている人の

割合がぐっと下がりますが、その後

再び上がってしまうので、「ここを

いかに上昇させないか」が鍵となっ

ています。

ご参加いただいた

皆様、ありがとう

ございました。

来年度も実施しま

すので、ご興味を

持たれた方は

ぜひ一度

お越しく

ださい。

校内は落ち着いていますが、近隣の学校では再びインフルエンザが猛威をふるっています。

ノロウイルスなどによる感染性胃腸炎も流行する時期です。学校でも家庭でも、引き続き感

染対策を続けましょう。


